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Ⅰ 研究目的 

算数科の学習指導においては、基礎的・基本的な知識・技能を身に付けさせることが、一人一人 

の能力育成の面や日常生活などに活用する実用的な面、及びこれからの算数の学習を進める面から 

みて大変重要なねらいである。 

しかし、児童の実態をみると、学習したことを理解できたようにみえるものの、新しい考えを生 

 み出す基になる知識・技能としては定着していないため、解決場面で活用することができない状況 

が多い。これは、内容の系統性が明確である教科の特性を踏まえた指導が不十分だったことや、こ  

れまでの学習内容との共通点や相違点を認識させる指導が十分ではなかったためと考えられる。 

このような状況を改善するためには、学習する内容と既習の内容との関連を図る学習活動を設定 

し、単元の全体構造に目を向けさせながら、内容や意味を整理させ、学習内容全体の関連について 

振り返ったことを交流させることにより理解を深めさせ、単元全体の関係をとらえさせる指導が必 

要である。 

そこで、この研究は、算数科において、学習内容を既習事項と関連付ける指導の工夫をとおして 

基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る学習指導について明らかにし、算数科の学習指導の改善 

に役立てようとするものである。 

 

Ⅱ 研究仮説 

算数科の学習指導において、学習内容と既習事項を関連付ける次のような活動を行い、単元全体 

 の関係をとらえさせれば、学習内容の理解を深めさせ、基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る 

ことができるであろう。 

１ 学習内容の関連を明確にするような「学習アトラス」を用いて既習事項との比較により内容や 

  意味を整理する活動 

２ 学習内容の関連について振り返ったことを、児童同士で練習問題を用いて繰り返し確かめ合っ 

  たり、補い合ったりする活動 

 

Ⅲ 研究の内容と方法 

 １ 研究の内容 

  (1) 算数科における基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る学習指導に関する基本構想の立案 

    算数科における基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る学習指導についての基本的な考え 

方をまとめ、基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る学習指導についての基本構想を立案す 

る。 

  (2) 手だてにかかわる実態調査及び調査結果の分析と考察 

    ノート記入の経験や練習問題にとりかかる際の意識に関する実態を調査し、その分析と考察 

を行い、問題点と要因を把握し、手だての試案作成の配慮事項として役立てる。 

  (3) 学習内容を既習事項と関連付ける指導を取り入れた手だての試案の作成 

    基本構想と実態調査の結果に基づき、学習内容を既習事項と関連付ける指導を取り入れた手 

だての試案を作成する。 

  (4) 授業実践 

    手だての試案に基づき、単元「小数のかけ算とわり算を考えよう」（第５学年）の授業実践を 

行う。 
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  (5) 実践結果の分析と考察 

    授業実践に基づき、「基礎的・基本的な知識・技能の定着の状況」について分析し、考察する。 

  (6) 算数科における基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る学習指導に関する研究のまとめ 

    実践結果の分析と考察に基づき、基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る算数科の学習指 

導についてまとめる。 

 ２ 研究の方法 

  (1) 文献法 

    算数科における先行研究や文献などを参考にし、基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る 

学習指導についての基本構想を立案する。 

  (2) 質問紙法 

    手だての試案作成の資料とする算数科の学習指導についての意識の実態を把握するために、 

研究者が作成した調査紙で調査を実施し、その結果について分析し考察する。 

  (3) テスト法 

    「基礎的・基本的な知識・技能の定着の状況」について把握するために、研究者が作成した 

問題でテストを実施し、その結果について分析し考察する。 

  (4) 授業実践 

    研究者が手だての試案に基づいた授業実践を行い、手だての試案の妥当性について検証する。 

 ３ 授業実践の対象 

   雫石町立雫石小学校 第５学年 １学級（男子14名 女子20名 計34名） 

 

Ⅳ 研究結果の分析と考察 

 １ 算数科における基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る学習指導に関する基本構想 

  (1)  算数科における基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る学習指導に関する基本的な考え方 

   ア 算数科における基礎的・基本的な知識・技能のおさえ 

    (ｱ) 算数科における基礎・基本とは 

      算数科における基礎・基本とは、学習指導要領において、児童の生活や学習での様々な 

活動の基になるものであると示されている。具体的には「日常生活での活動の基になるも 

の」「他の教科などの学習の基になるもの」「算数を続けて学習していく基になるもの」な 

どが挙げられている。算数は系統的な教科であるという特性から、児童がそれまでに習得 

した基礎的・基本的な知識・技能を基にして学習を積み重ねていくものである。しかし、 

児童の実態をみると、算数を続けて学習していく上で必要な基礎的・基本的な知識・技能 

が定着していないために、新しい考えを生み出し、解決場面で活用することができないこ 

とが多い状況にある。 

そこで、本研究では算数科における基礎・基本を「算数を続けて学習していく基になる 

もの」という観点でとらえ、基礎的・基本的な知識・技能の定着を図ろうと考えた。 

(ｲ) 算数科における基礎的・基本的な知識・技能とは 

   基礎的・基本的な知識・技能を「算数を続けて学習していく基になるもの」という観点 

から考えた場合、数量や図形について計算や作図をしたり、式に表したり式を読んだりす 

る能力ととらえることができ、それらの手続きを用いるわけや仕組みを理解し、それを基 

に適切に処理することができることととらえる。この場合の基礎的・基本的な知識・技能 



- 3 - 

は、それらを習得するための考え方 

や学び方も含むものであると考える。 

それは、基礎的・基本的な知識・技 

能を適用しようとする際に、思考力 

や判断力が大きく関係するものであ 

ると考えるからである。さらに、新 

しい考えを生み出したり、解決場面 

で活用するためには、その根拠とな 

る内容や関連がある内容を十分に理 

解させる必要があると考える。 

そこで、本研究における基礎的・ 

基本的な知識・技能を「後の学習で 

根拠となるもの」「後の学習と関連が 

あり素地となるもの」ととらえ、具 

体的な内容を【表１】のようにまと 

めた。 

イ 算数科における基礎的・基本的な知 

識・技能の定着を図ることについて 

(ｱ) 算数科における基礎的・基本的な 

知識・技能の定着を図る意義 

算数科では、数量や図形について多面的にものを見る力や論理的に考える力など創造性の基礎 

を培うことなどが重要なねらいとされている。これらのねらいを達成するためには、単位時間の 

学習内容を理解させるとともに、単元全体の構造を理解させ、問題解決場面で活用することがで 

きる力を育てることが大切であると考える。そこで、日常の学習指導において、基礎的・基本的 

な知識・技能を基にして、新しい考え方や解決方法を生み出す学習活動を繰り返し指導すること 

が必要になると考える。よって、創造性の基礎を培うための前提となる基礎的・基本的な知識・ 

技能を定着させることは意義があるものと考える。 

(ｲ) 基礎的・基本的な知識・技能の定着を図ることのとらえ 

本研究でとらえる基礎的・基本的な知識・技能の定着を図るには、数量や図形にかかわる意味 

や仕組みについて、各学習内容を十分に理解させる必要があると考える。そのためには、既習事 

項との共通点や相違点について比較したり、関連を明確にしたりする学習活動をとおして、考え 

方や解決の手順などを理解させた上で適切に処理する力を身に付けさせなければならない。そこ 

で、基礎的・基本的な知識・技能の定着を図るためには、三つの要素「理解する力」「処理する力」 

｢関連付ける力｣で構成されるものと考える。これらの要素と意味をまとめたものが次頁の【表２】 

である。「理解する力」とは、数量や図形などにかかわる意味を理解する力、数量や図形について 

の数学的な仕組みについて理解する力のことである。「処理する力」とは、数量や図形についての 

意味や仕組みを使って問題を解決することができる力のことである。「関連付ける力」とは、学習 

内容相互のつながりを共通点や相違点などを基に、明らかにしていく力である。これらの三つの 

構成要素の関係を次のように考える。基本的には、「理解する力」や「処理する力」にかかわる内 

容については、学習内容を中心に単元をとおして身に付けさせなければならないものとしてとら 

【表１】算数科における基礎的・基本的な知識・技能 

 とらえ方 領 域 内 容 

数と計算 

・整数、小数及び分数の意 
味や表し方について理
解すること 

・数についての感覚を豊か 
にすること 
・四則計算の仕組みと、そ 
の計算が用いられる場 
合を理解すること 
・既習の計算の形から、新 
たな計算の形をつくる
こと 

量と測定 

・量の大きさについての感 
覚を豊かにすること 

・量はすべての大小比較を 
することが可能であり、 
単位を決めると数値化
できることを理解する
こと 

図形 ・図形についての見方や感 
覚を豊かにすること 

基 

礎 

的 

・ 

基 

本 

的 

な 

知 

識 

・ 

技 

能 

・後の学習 
で根拠と 
なるもの 
 

・後の学習 
と関連が 
あり素地 
となるも 
の 

数量関係 

・文字や記号を用いて事柄 
や数量の関係を式に表
すこと 
・二つの数量を関連付け、 
その対応や変化の規則
性を見つけること 

・目的に応じて観点を決め 
分類整理すること 
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構成要素 意   味 とらえ方 

理解する力 

・数量や図形にかかわる意味 

 について理解する力 

・数量や図形についての数学 

的な仕組みについて理解す 

る力 

処理する力 
・数量や図形についての意味 

 や仕組みをつかって問題を 

解決する力 

 

学習内容を中心 

に、単元をとおし 

て身に付けさせな 

ければならないも 

の。 

関連付ける力 
・学習内容相互のつながりを 

明らかにしていく力 

授業実践をとお 

して、育成を図ろ 

うとするもの。 

 

える。その上で、新た 【表２】基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る構成要素と意味 

に学習した内容の意味 

や仕組みの関連を確か 

めたり、補ったりする 

ことにより「関連付け 

る力」が育成されるも 

のととらえる。日常の 

学習指導の中で身に付 

けた学習内容を「関連 

付ける力」を基につな 

がりを明らかにするこ 

とより、基礎的・基本的な知識・技能として定着が図られると考える。 

(ｳ) 基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る練習について 

基礎的・基本的な知識・技能の定着を図るためには、繰り返し学習する必要がある。繰り 

    返し学習の中には、学習内容の定着と学び方・考え方の定着の要素が取り入れられなければ 

ならないと考える。よって、学習内容を既習の知識と関連付ける学習活動が必要になると考 

える。児童同士で、考え方、手順、学習の仕方についての共通点や相違点を確かめ合ったり、 

補い合ったりする学習活動を練習問題を用いて繰り返し行うことにより、知識・技能の定着 

が図られると考える。そこで、単元をとおして計画的・意図的な繰り返し学習を設定し、児 

童の学習の状況をよく理解した上で、個に応じた指導を行っていく。 

(2) 学習内容を既習事項と関連付ける指導とは 

本研究における学習内容を既習事項と関連付ける指導とは、自力解決や集団解決において得ら 

れた学習内容を、既習事項と比較し、共通点や相違点を明確にすることである。学習内容や関連 

を振り返る活動を設定し、児童同士で確かめ合ったり、補い合ったりする活動を行うことにより、 

既習事項の活用を図り理解を深めることにつながると考える。 

ア 「学習アトラス」を用いた学習活動について 

(ｱ) 「学習アトラス」とは 

本研究における「学習アトラス」とは、学習の案内図としての役割を果たす学習シートの 

ことである。「アトラス」とは、ギリシャ神話の「Ａｔｌａｓ」（地球を両肩にかつぐ巨人） 

を語源とし、昔の地図書の巻頭には、その「Ａｔｌａｓ」の絵をつけていたことから「地図 

書」という意味をもつようになったといわれている。本研究においても、単元の学習を見通 

したり、振り返ったりする際の地図的役割を果たすものと考える。 

     「学習アトラス」は、単元における学習内容を体系的に表し、児童が一つ一つの学習内容 

についてのまとめや、既習事項との共通点や相違点などの関連を記入する活動の際に用いる。 

形態としては、Ａ３版一枚の用紙に単元全体の内容を意図的に構成し、単位時間の学習内容 

や関連を書き込みながら積み重ねていくような形態をとるものとする。単元の学習内容を一 

枚にまとめることにより、単位時間の振り返りとともに単元全体の振り返りをすることがで 

きると考える。次頁の【図１】は「学習アトラス」の構造について示したものである。 

(ｲ) 「学習アトラス」を学習活動に取り入れる意義 

「学習アトラス」を学習活動に取り入れることにより、単元の全体構造に目を向けさせる 
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とともに、既習事項と比較させるときの手がかりとなり、既習事項を想起させながら学習を進め 

ることができると考える。学習内容の意味や仕組みについて定着させるとともに、考え方や学び 

方も関連付けることができることから「学習アトラス」を活用することは意義があると考える。 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図１】「学習アトラス」の構造 

イ 「学習アトラス」を用いた学習活動の取り入れ方 

「学習アトラス」を用いた学習活動を「単元の導入段階」「単元の展開段階」「単元のまとめの段 

階」の三つの段階に分け、次のように単元をとおして取り入れていくものとする。 

(ｱ) 単元の導入段階における「学習アトラス」を用いた学習活動について 

単元の学習内容相互の関連を意識させるためには、単元の導入段階において、児童にも単元全 

体の学習内容について見通しをもたせる必要があると考える。そのためには、単元の指導計画か 

ら抽出した学習内容と児童の関心に基づく学習内容から構成した「学習アトラス」を基に学習の 

流れについて見通しをもたせることが大切である。また、学習内容についての見通しをもたせる 

ことにより、前に学習したことを新しい学習に活用しようとする意識が高まると考える。 

(ｲ) 単元の展開段階における「学習アトラス」を用いた学習活動について 

単位時間では、学習内容を既習事項と比較させながら、十分に理解させ、知識・技能を定着さ 

せなければならないと考える。既習事項と比較させることにより、既習事項を活用することが繰 

り返され、より確かに理解されると考える。また、既習事項と比較するための手がかりとして「学 

習アトラス」を用いることにより、単位時間の学習内容やその意味、用いられる場面、既習事項 

                                               ≪作成の手順≫ 
                          図の１から７について、単元の段階に応 

じて順番に記入し作成するものとする。 

                                                 ・１は、本単元にかかわる既習事項や補充 
内容を記入する箇所である。 

・２は、本単元で学習したい内容を記入す 

る箇所である。 

・３は、本単元で解決していく学習内容を 

順を追って記入する箇所である。 

                                                  ・４は、各学習内容を解決する際に基にな 

りそうな既習事項を記入する箇所である。 

                                               ・５は、各学習内容の学習課題に対するま 

とめを記入する箇所である。 

                     ・６は、既習事項との関連を別のカードに 

記入し、貼り付ける箇所である。 

                                                    ・７は、単元の学習を振り返り、学習の感 

                           想を記入する箇所である。 

                                             

≪学習活動への位置付け≫ 

                         ＜導入段階（学習計画作りの活動）＞ 
                      ・１～４について記入する。 

                     ＜展開段階（学習内容の整理）＞ 
        ・５、６について記入する。（各単位時間 

にそれぞれ1箇所ずつ記入する。） 

                     ＜まとめの段階（学習の振り返り）＞ 
         ・７について記入し、全体をとおして、整 

理したり、補足したりする。 

※Ａ３版１枚で、一単元分とする。           
 

１ ２ 

３ ４ ５ ６ 

７ 
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※ 単元をとおして、ペア学習を取り入れるが、座席ごとのペアとする。単元をとお 
 しての課題解決の様子や、学習活動をお互いに確認することができると考えるから 

である。 

との共通点や相違点などについて整理していく。 

(ｳ) 単元のまとめの段階における「学習アトラス」を用いた学習活動について 

        この段階では、学習内容を振り返り、単元で身に付けた知識・技能を整理し直す学習活動 

    を設定する。そこで、各自の「学習アトラス」を基に学習を振り返り、学習内容や関連につ 

    いて、児童同士で学習内容を再度確かめ合ったり、補い合ったりする学習活動を行う。さら 

に、交流したことを基に、「学習アトラス」に補足させ、練習問題を用いて学び直しをさせる。 

ウ 確かめ合ったり、補い合ったりする活動について 

     学習内容を既習事項と関連付けるためには、学習内容や関連について繰り返し学習する必要 

があると考える。繰り返し学習では、練習問題を用いて結果や解決の過程、児童が見つけた学 

習内容と既習事項とのつながりなどを何度も適用させ、児童同士で確かめ合ったり、補い合っ 

たりすることにより習熟を図る。確かめ合ったり、補い合ったりする活動を繰り返すことによ 

って、学習内容や考え方、手順、関連などについて補充され、学習内容の理解を深めることに 

つながると考える。 

    そこで、単元をとおして計画的・意図的な繰り返し学習を行うために、学習内容に応じて、 

児童同士で確かめ合ったり、補い合ったりする活動を【図２】のように取り入れていくものと 

する。 

 
   
  
  
  
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

【図２】児童同士で確かめ合ったり、補い合ったりする活動 

(3) 基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る学習指導に関する基本構想図 

    これまで述べてきたことを基に、算数科における基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る学 

習指導に関する基本構想図を次頁の【図３】のように作成した。 

 

 

      まとめの段階      展開段階      導入段階 

 具体的な既習事
項を引き出し、補充
するために全体で

の交流場面を設定
し、全員に確実に想
起させる。 

 学習内容や既習事項

との共通点や相違点に
ついて、考えを何度も繰
り返し確かめ合い、適用
させる場面を設定する。 

 学習内容について、練

習問題を用いて解決の過
程やつながりをペア学習
で確かめる場面を設定す
る。全員に単元全体を振
り返らせるために全体で
確かめ補充する。 

ペア学習 全体学習 ペア学習⇒全体学習 

 既習事項や学習し
たい内容について、

各自の知識・技能を
伝え合い、明確なも
のにする。 

 単位時間ごとの学習内容
について確かめ合い、習熟

を図る。 
 既習事項との比較を基に
共通点や相違点を確かめ合
い、学習内容を明確にする。 

 単元全体の学習を振
り返り、学習内容やそ
のつながりを練習問題
を用いて再度確かめ合
い、補い合う。 
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【図３】基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る学習指導に関する基本構想図 

ま
と
め
の
段
階 

基礎的・基本的な知識・技

能の定着を図る構成要素 

関連付ける力 

 
数量や図形にかかわる意味や仕組みについて、学習内容相互の関連を理解し、問題場

面の目的に応じて適切に処理することができる。 

基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る必要性 

基礎的・基本的な知識・技能の定着が図られた児童の姿 

 
学習したことを理解できたようにみえ

るものの、新しい考えを生み出したり、

方法を作り出したりする基になる知識・

技能としては定着していない。 

 
系統性が明確である教科の特性を踏ま

えた指導が不十分だったことや、これまで

の学習内容との共通点や相違点を認識さ

せる指導が十分ではなかった。 

児童の実態 指導の実態 

既習事項との比較を 
基に学習内容や意味を 
整理する学習活動 

単元の全体構造に目 
を向けさせ、単元の学 
習を見通す学習活動 
 理解 

する力 

処理 

する力 

関連 

付ける力 

学習内容を既習事項

と関連付ける活動 

「学習アトラス」を用い 

た活動 

確かめ合ったり、補い

合ったりする活動 

展 

開 

段 

階 

導
入
段
階 

全体学習 

具体的な既習事 

項を全員に明確に 

させる。 

ペア学習 

新たに学習した 

内容や関連を何度 

も確かめ合いなが 

ら、繰り返し適用 

させ習熟を図る。 

ペア学習⇒全体学習 

単元全体の学習内 

容や関連を練習問題 

を用いて再度確かめ 

合わせた後、全体で 

補充しながら学び直 

しを図る。 

単元全体を振り返り、 
学習内容や関連を補充 
し、整理し直す学習活 
動 

 

  

関 連 付

ける力 

理解す

る力 
処理す

る力 
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２ 学習内容を既習事項と関連付ける指導についての実態調査及び調査結果の分析と考察 

 (1) 実態調査計画 

  ア 目的 

算数の学習に対する児童の実態や意識を把握し、基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る 

手だての試案の作成に必要な資料を得る。 

  イ 調査の対象 

    雫石町立雫石小学校 第５学年 １学級（男子14名 女子20名 計34名） 

  ウ 調査日時 

    平成16年７月23日（金）１校時 

  エ 調査の内容 

    【表３】は実態調査の具体的な観点と設問内容である。（実態調査紙は、巻末の【補充資料１】 

に示す。） 

【表３】実態調査の具体的な観点と設問内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 実態調査の結果の分析と考察 

  ア ノート記入に関する実態 

   (ｱ) ノート記入についての実態 

  【図４】は、児童のノート記入 

についての実態を調査した結果を 

まとめたものである。図に示した 

ように「いつも書き込んでいる」 

｢ときどき書き込んでいる」と答 

えた児童は、合わせて27人(79.4 

％)であった。｢まったく書き込ん 

でいない」と答えた児童は、７人 

(20.6％)であった。このことから、 【図４】ノート記入についての実態 

 学級の８割の児童が自分の考えを書き込んでおり、２割の児童が自分の考えを書き込んでい 

ないことが分かった。 

観点 設問 設 問 内 容 手だてへの生かし方 

１ 

黒板に書かれた考え方や 
まとめをノートに書き写す 
ときに、自分の考えを書き 
込んでいるか。 

単元の導入段階で、学習ア 
トラスの活用の仕方を指導す 
る際の配慮事項の把握 

２ 
授業の振り返りで学習の 

感想を書くときの時間につ 
いてどう感じているか。 

単位時間の学習活動で、学 
習アトラスに記入させる際の 
時間的な配慮事項の把握 

 ノート記入に関する 
実態 

３ 
学習の感想を書くときに 

どんなことを書くようにし 
ているか。 

単位時間において、学習ア 
トラスに記入させる際の観点 
を与える際の配慮事項の把握 

練習問題にとりか 
かる際の意識の実態 

４ 

解いた問題がまちがって 
いたときに、なぜまちがっ 
たかをどんな方法で考えた 
いか。 

練習場面での学習形態や問 
題を作成する上での留意点の 
把握 

 

設問１　あなたは先生が黒板に書いた考え方
         　やまとめをノートに書き写すときに自
         　分の考えを書き込んでいますか

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いつも書き込んでいる
ときどき書き込んでいる
まったく書き込んでいない

 

21人(61.8%) 

6人(17.6%) 7人(20.6%) 

Ｎ＝34 
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(ｲ) 学習感想記入の時間 

【図５】は、授業の振り返りで感想 

  を書くのにかかる時間について調査し 

  た結果をまとめたものである。図に示 

  したように「もっと時間がほしい」と 

  答えた児童は３人(8.8％)、「ちょうど 

よい」と答えた児童は24人(70.6％)、 

「もう少し時間が短くてもよい」と答 

えた児童は７人(20.6％)であった。こ 

のことから、学級の８割以上の児童が 

決まった時間内に感想等をまとめるこ  【図５】学習感想記入の時間 

とが可能であることが分かった。  

(ｳ) 学習感想を書く観点  

【図６】は、授業の振り返りで感想を 

書くときの観点について調査した結果 

をまとめたものである。「学習して分か 

ったこと」「学習しておもしろかったこ 

と」｢難しいと思ったこと」については、 

半数以上の児童が書いていると答えて 

いる。「役に立つと思ったこと」「次に 

学習したいと思ったこと」「前よりでき 

るようになったこと」については、約 

３割の児童が書いていると答えた。「も 

っと練習したいと思ったこと」「前に学 

習したことと似ていること」「友達の考 

えで参考になったこと」についても少数 【図６】学習感想を書く観点 

ではあるが書いている。このことから 

学習内容に応じて観点を変えて書いて 

いることが分かる。また、個人ごとに 

見ると、いろいろな観点で書いている 

児童と、いつも同じ観点で書いている 

児童がいることが分かった。これらの 

ことから、感想を書く際に個人差が大 

きいことが分かる。   

イ 練習問題にとりかかる際の意識 

   【図７】は、練習問題にとりかかる際 

の意識について調査した結果である。「自 

分でもう一度じっくり考えたいと思う」と 

答えた児童は、23人(67.7％)、「全体で確【図７】練習問題にとりかかる際の意識 

かめたい」と答えた児童は、５人(14.7％)、「友達に聞いて確かめたい」と答えた児童は５人(14.7％) 、 

設問４　あなたは解いた問題がまちがって
            いたときに、どう思いますか

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分でもう一度じっくり考えたいと思う
全体で確かめたいと思う
友達に聞いて確かめたいと思う
先生に聞いて確かめたいと思う
その他

 

23人(67.7%) 

5人(14.7%) 5人(14.7%) 

1人(2.9%) 

Ｎ＝34 

設問３　　あなたは授業の振り返りで学習の
　　　　　　感想を書くときにどんなことを書い
             ていますか

0 5 10 15 20 25 30

その他

　前よりできるようになったこと

　友達の考えで参考になったこと

　難しいと思ったこと

　前に学習したことと似ていること

　もっと練習したいと思ったこと

　次に学習したいと思ったこと

　役に立つと思ったこと

　学習しておもしろかったこと

　学習して分かったこと

 ※複数回答あり 

Ｎ＝34 

（人） 

設問２　あなたは授業の振り返りをするとき、学習
      　　感想を書く時間はちょうどよかったですか

0% 20% 40% 60% 80% 100%

もっと時間がほしい
ちょうどよい
もう少し時間が短くてもよい

 

24人(70.6%) 

3人(8.8%) 7人(20.6%) 

Ｎ＝34 

29人 

18人 

13人 

11人 

６人 

５人 

19人 

７人 

11人 

１人 
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「先生に聞いて確かめたい」と答えた児童は、１人(2.9％)であった。このことから、７割近 

くの児童は自分でじっくり考えたいと考えているものの、３割の児童は友達や教師と、もう一 

度確かめたいと考えていることが分かった。 

(3) 実態調査から明らかになった問題点と配慮事項 

実態調査の結果の分析から明らかになった点を整理し、要因をとらえ配慮事項を明らかにする。              

  ア 問題点  

     (ｱ) ノート記入の経験について 

     様々な学習場面において、約８割の児童が自分の考えを何らかのかたちで書き込んでいる 

ことが明らかになった。しかし、自分の考えをまったく書き込んだ経験がない児童が約２割 

に達している。 

   (ｲ) 学習感想記入の時間について 

     学習感想を記入する際の時間については、おおむね満足しているようである。しかし、学 

習感想の内容を考慮すると、十分に時間を活用しているとはいいがたい。 

   (ｳ) 学習感想を書く観点について 

     比較的多くの観点で学習感想を書いていることが分かるが、学習内容に応じて様々な観点 

で書くことができる児童と、決まった観点でしか書くことができない児童との差が大きい。 

   (ｴ) 練習問題にとりかかる際の意識について 

      解いた問題が間違っていたとき、自分でもう一度じっくり考えたいという児童が多い。し 

    かし、間違っていた問題について、誰かと解き方を確かめたり、聞いたりしたいと思ってい 

    る児童が約３割いる。 

  イ 要因 

   (ｱ) 学習場面において、自分の考えをまったく書き込んでいなかったり、ときどきしか書き込 

んでいなかったりするのは、学習活動のどの場面で自分の考えを書き込んだらよいのか分か 

らなかったり、考えを書く時間が自力解決場面に限られていたりしたためと考えられる。 

   (ｲ) 単位時間の終末部分で、学習の振り返りをして感想を書くという活動が形式化したものに 

    なりがちで、学習内容にかかわる事項や関連などを考え、整理する時間としては活用されて 

いなかったためと考えられる。 

   (ｳ) 単位時間で分かったことやおもしろかったこと、難しかったことなどのように、その時間 

    の内容がどうであったかを書かせるにとどまり、既習事項と比べて書かせたり、内容の関連 

    を書かせたりしていなかったことが考えられる。また、教師側がその時間でおさえるべき内 

容について観点を明確に示していなかったこともその要因として考えられる。 

   (ｴ) 新たに学習した内容の問題についてじっくり考えたいと思う反面、解き方や考え方の理解 

    が不十分な部分を児童同士や教師と確かめながら、確実なものにするための学習活動を取り 

入れてこなかったためと考えられる。 

  ウ 手だての試案作成上の配慮事項 

   (ｱ) 単位時間において、自分の考えや分かったことなどをまとめる活動を自力解決場面だけで 

    なく、授業後半で確実に位置付け、学習内容や関連を整理しまとめさせる。 

   (ｲ) 学習内容や関連を整理しまとめる際の観点を明確にもたせる。 

   (ｳ) 学習内容や関連について、児童同士又は、教師と一緒に確かめ合ったり、補い合ったりす 

る活動を保障するとともに学習活動の形態を工夫する。 
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３ 学習内容を既習事項と関連付ける指導を取り入れた手だての試案 

 (1) 手だての試案 

   基本構想と実態調査の結果を受け、学習内容を既習事項と関連付ける指導を取り入れた手だて 

の試案を【表４】のように考える。 

【表４】学習内容を既習事項と関連付ける指導を取り入れた手だての試案 
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 (2) 検証計画 

   授業実践をとおして手だての試案の有効性をみるために、実践の前後にテストを実施し、その 

結果について検証する。このため、基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る三つの構成要素「理 

解する力」「処理する力」「関連付ける力」について、授業実践の前後に同一内容の問題でテスト 

を実施し、その結果を比較し変容をとらえる。「理解する力」「処理する力」については、学習内 

容を中心とした単元をとおして身に付けさせなければならない内容を、どれだけ身に付けたかを 

みるものとする。また、「関連付ける力」については、手だての有効性をみるために各領域から出 

題し、伸びをみるものとする。なお、事前テストの実施から事後テストまでの期間が一ヶ月あっ 

たことから、同一内容の問題による記憶、経験の事後テストへの影響はないものと考える。テス 

ト問題は、先行研究を参考に研究者が作成する。 

【表５】は検証計画である。検証にかかわるテスト問題は、巻末の【補充資料２】に示す。 

【表５】検証計画 

検証項目 検証内容 処理・解釈の方法 

理解する力 

処理する力 

  テストを実践の前後に実施し、単元における内容 
がどれだけ身に付いたかを有効度指数により分析・ 
考察する。 基礎的・基本的 

な知識・技能の定 
着状況 

関連付ける力 
テストを実践の前後に実施し、ｔ検定（平均の差 

の検定）により分析・考察する。 

４ 授業実践 

  手だての試案に基づき、単元「小数のかけ算とわり算を考えよう」の学習指導案を作成し、授業 

実践を行う。 

(1) 授業実践の計画 
  ア 期 間  平成16年8月27日～9月24日 

  イ 対 象  雫石町立雫石小学校 第５学年 1学級（男子14名 女子20名 計34名） 

  ウ 単元名  小数のかけ算とわり算を考えよう（東京書籍「新しい算数５年 上」） 

(2) 単元「小数のかけ算とわり算を考えよう」の学習指導案 

手だての試案に基づいて作成した学習指導案は、巻末の【補充資料３】に示す。なお、本実践 

は、「小数のかけ算」部分のみの実践とし、全10時間扱いとする。 

(3) 単元「小数のかけ算とわり算を考えよう」の授業実践の概要 

     次頁からの【資料１】は、学習内容を既習事項と関連付ける指導を取り入れた授業実践の概要 

である。 
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【資料１】学習内容を既習事項と関連付ける指導を取り入れた授業実践の概要 

段 

階 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 

 

 

習 

 

 

活 

 

 

動 

【学習前の「学習アトラス」】                【既習事項想起後の「学習アトラス」】 

 

                     

                     

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

       

                     

                     

                     

 

 

 

 

 

 

 【既習事項の想起場面での記述】         【学習したい内容の記述】 

 

 

 

 

 

 

 
手
だ
て
と
児
童
の
様 
子 

                             

単元の導入段階（１・２/10時） 

 既習事項を「学習アトラス」に記入した
際に既習事項の中に未習事項が混在して
いる児童が多かった。また、具体的な式で

記入している児童がほとんどであった。 
 教科書やノートで内容を確かめ、既習事
項と未習事項を明確にさせ、本単元で学習
する内容について焦点化を図った。 
 

 児童が書き出した式を構造ごとに分類して

提示した。構造に着目させ、どういう分け方
なのか考えさせた。 
 それぞれのグループの式について、児童に
自由に発言させることにより、同じ「小数×
小数」でも、構造が違っていることに気付か
せ、構造を言葉でまとめさせることができた。 

既習事項の想起・補充 

・課題解決を進める上で 

 の既習事項を想起させ 

るとともに、解決する 

内容を具体化させるこ 

とにより意欲の喚起を 

図る。 

 

「学習アトラス」を使
って、つながりを確か
めながら学習を進め
るよ。これまでに、小
数ではどんな学習を
してきたかな。 

0.5×２ 

整数と整数の
間の数。小さい
数を表した。 

 

0.2×0.5 

小数のた
し算とひ
き算。 

みんながやってみたい式を
３つのパターンに分けてみ
たよ。どんな仲間か考えて
みてください。 

1より大きい。 
(何.何)×(何.何) 
小数×小数 

かける数が 1
より小さい。 

1 
   の位 
100      
ま で あ る
ぞ。 
十の位もあ 
る。 

みんなの解決したい
ことをまとめるよ。 

児童の反応 教師の支援 
 

小数×小数 

１より小さい
数をかける 

チャレンジ 
(けた数が多い) 

 

全体学習 1 ２ 
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              【学習計画作り前の「学習アトラス」】   

                                    児童の関心のある学習内容 

                       

                                          

 

                                     

                                    教師からの学習内容の補充 

 

   

 

 

                   【学習計画作り後の「学習アトラス」】 

                     

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小数×小数 

１より小さい
数をかける 

チャレンジ 
(けた数が多い) 

 児童から挙げられなかった学習内容につい 
ては、教師側から具体的な場面を提示し、単 
元全体の学習内容を「学習アトラス」に記入 
させた。 
 それぞれの学習内容について、課題解決し 
ていく際に、どんな既習事項を基にするのか 
を、キーワードで記入させた。すべて記入す 
ることは期待せず、学習の中で明らかにする 
ことを確認した。 

学習計画・学習の見通し 

・学習したい内容を構造 

 ごとに類型化したもの 

を基に課題を明確にさ 

せ、どんな既習事項と 

関連があるか意識化を 

図る。 

小数をかける 

長さが小数の
場合の面積 

計算のきまり 

単元の導入段階（１・２/10時） 

 

 児童から挙げられた内容を中心に学習の計 
画を組んだことにより、各自が身に付けたい 
内容をどの段階で学習するのかが分かり、「早 
く 1より小さい数をかけるときの学習がした 
い」など、学習に対する意欲も喚起されたと 
思われる。 

整数×整数み
たいに考えた
らどうだろう。 

筆算も使え
そうだ。 

面積だと、長方形
の面積の公式が
使えそうだぞ。 

４年生で（ ）を使
って計算のきまり
を学習したなあ。 

みんなが決めた内容
と、先生からの内容を
学習するときに、使え
そうな考えや方法を書
いておこう。 

※第５時については、
「小数×小数」の練習
をしながら、学習内容
を見つけ、記入するこ
とを確認した。 
（内容：末尾の０の処
理、上位の０を補う） 

 

学習計画作り 

長さや重さは小
数で表されるこ
とのほうが多い
よね。教科書など
の面積を求める
としたらどうな
るだろう。 

３ ４ 

学 

習 

の 

見 

通 

し 学習する順番を話し 
合い、記入する。 

この段階で記入 
できなかったこ 
とは、その学習 
の中で明らかに 
していくことを 
確認した。 
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                【第３時までの「学習アトラス」】 

 

                       

                                          

 

 

 

 

 

 

                         【第４時終了時の「学習アトラス」】 

                                         

                     

 

 

  

 

 

 

【単位時間の学習内容の記述】 

 

 

 

                    

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学習内容のつながりを考えさせる場面では、 
積の小数点をうつ位置について、意図的に小数 
のたし算・ひき算の場合と比べて違いに気付か 
せた。 
 児童の記述では、けた数に着目したものや、 
小数の加法、減法にかかわらせながら、解決の 
際に迷ったことなどを盛り込んで記入する児
童もいた。 

学習内容の整理 

・学習した内容について 
 比較する内容や観点を 
明確にした上で、どん 
な既習事項と関連があ 
るか書き込み、確かめ 
合わせることにより、 
定着を図る。 

単元の展開段階（４/10時） 

 

小数×小数の筆算の仕方を
もう一度まとめて、積の小数
点のうち方を、これまでの学
習のときと比べて「学習アト
ラス」に書いてみよう。 

 多くの児童が自力解決場面で、積の小数点を 
うつ位置につまずいた。誤答を生かしながら数 
理的な処理の仕方を導き、「学習アトラス」に 
筆算の仕方を再度整理させた。 
 積の小数点の位置について、数直線での見積 
もりや、式の図を基に解決した結果を板書に意 
図的に位置付け、検討させることにより積と小 
数点以下のけた数の和に着目させた。 

学習内容については書き込み、学習内容
のつながりについては、カードに記入し
貼り付けた。 
 

～学習内容～ ～内容のつながり～ 

 

 

小数点は、かけ
られる数にそ
ろえてうつん
じゃないんだ。 

小数のたし算、ひき算のと
きの小数点のうち方と違
っているなあ。 

ペア学習 

書き込み、貼り付ける 

 
 
 

学
習
内
容
の
整
理 

５ ６ 
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【展開段階後の｢学習アトラス｣】 

                    

                

 

 

 

 

 

 

 

                            【単元終了時の「学習アトラス」】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

     

     

                    

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２.３×２.８を２×
３とみると６だよ。積
の小数点は左に２け
ただよ。 

単元のまとめの段階（９・10/10時） 

・ 

 確かめ合う場面では、自分の「学習アトラ
ス」だけでなく、友達の記述を興味深く聞い
たり、お互いの内容について質問し合ったり
する児童が多く見られた。 
 練習場面で確かめ合ったことや、友達の見
つけたつながりを基に、再度「学習アトラス」
に補足し、より確かなものにしようとする姿
が見られた。 

 学習感想の記述では、学習内容に関するも
のだけでなく、学び方についても振り返る児
童がいた。また、前の学習を基に新たな学習
の解決につながることを感じ取った児童も
見られた。 
 自分なりによく身に付いたことや、まだ練
習が必要なことなどを学習内容を基に記述
する児童も多く見られた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

学
習
感
想
の
記
入 

学習の振り返り 

・学習内容の関連につ 
 いて児童同士で確か 

め合わせ、学習感想 
を記入させることに 
より、単元全体の関 
係をとらえさせる。 

 

筆算の仕方で
は、小数点のう
ち方に気を付
けないとね。た
し算のときと
は違うね。 

練習問題で解き方や考え方

を友達と確かめてみよう。 

学習アトラスでつ
ながりを確かめて
みよう。関係があ
るものを線でつな
いでもいいよ。 

ペア学習 練習問題で 

 

「学習アトラス」で 

全体学習 

みんなの「学
習アトラス」
に、こんなキ
ーワードが
入っている
かな。 

【単元終了時の学習感想】 

７ 
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５ 実践結果の分析と考察 

  授業実践をとおして手だての試案の妥当性をみるために、実践の前後にテストを実施し、その結 
果について検証した。基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る三つの構成要素「理解する力」「処 
理する力」「関連付ける力」について、授業実践の前後に同一内容の問題でテストを実施し、有効度 
指数、ｔ検定によって、その結果を比較し育成状況をとらえた。 

 (1) 理解する力の育成状況      【表６】理解する力の育成状況 
【表６】は、「理解する力」の育成         

状況を表したものである。有効度指 
数は63であった。事後テストにお 
ける正答率は83.0％であったが､有 

効度指数は期待した値とはいえない 
結果であった。 
事後テストの結果を見ると、筆算 

での計算の仕方について、小数点以 
下のけた数に着目し処理することの 
理解を図ることができたと考える。 
しかし、【表７】事前・事後テストの 
設問別正答率と有効度指数において 
設問４を例に示したように、式を変 
形させながら積を導くような問題では、あまり伸びはみられなかった。 
これは、手だてとして用いた「学習アトラス」に記入させる際に、式が変わっていく過程を時 

間的な面から取り立てて扱うことができなかったことが考えられる。また、授業の中で、式が変 
わっていく過程を時間をかけて具体的にイメージさせることができなかったことや、計算の過程 
を式で表しながら考えさせる訓練が不足していたことが要因として考えられる。これらのことか 
ら、既習事項を基にして計算の処理の仕方を理解させる上では有効であったものの、学習内容の 
意味や計算の仕方を十分に理解させるためには、手だての用い方に工夫が必要であると考える。 

(2) 処理する力の育成状況       【表８】処理する力の育成状況  

   【表８】は「処理する力」の育成状        
況を表したものである。有効度指数は 

89であった。乗数が小数の乗法のどの 
パターンにおいても、おおむね満足の 
いく結果であった。全問題をとおして 
部分積の間違いや、繰り上がりの間違 
いによる誤答は多少あったものの、筆 
算での計算の仕方や手順についての誤答は見られなかった。 
これは、「学習アトラス」に計算の仕方をまとめ直したり、筆算による計算の仕方を練習問題 

を用いて、繰り返し確かめ合ったりする学習活動が「処理する力」に有効に働いたためと考える。 
特にも、本単元の学習内容である小数どうしの筆算の基本的なパターンや純小数をかける問題、 
積の末尾の０を処理、上位の０を補う問題について伸びがみられた。積の末尾の０を処理する問 
題においては、授業の中で、末尾の０を処理する仕方を十分に学習した後に、前単元の内容（小 

【表７】事前・事後テストの設問別正答率と有効度指数 

設
問 

設問内容 事前
(％) 

事後
(％) 

有効度 
指数 

1440 １７.６ ４７.１ ３６ 
４ 

60×2.4の計算 
（式を変形させなが
ら積を導く問題） 144 ２９.４ ４４.１ ２１ 

Ｎ＝34 
理解する力 正答率 有効度指数 

事前テスト ５３.８ 

事後テスト ８３.０ 
６３ 

 「注」１ 事前テストは８月27日、事後テストは、９月22 
     日に実施した。 
    ２ 「理解する力」の24点を100点満点に換算した。 
    ３ 有効度指数の算出に用いた計算式は、次に示す 
     とおりである。 

(事後テストの正答率)－(事前テストの正答率) 

(有効度指数)＝                      ×100 
             100  －  (事前テストの正答率)                      

Ｎ＝34 
処理する力 正答率 有効度指数 

事前テスト ２７.４ 

事後テスト ９１.８ 
８９ 

 「注」１ 事前テストは８月27日、事後テストは、９月22
日に実施した。 

    ２ 「処理する力」の10点を100点満点に換算した。 
３ 有効度指数の算出に用いた計算式は、｢理解する 
力｣に同じである。         
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数×整数）や小数のたし算・ひき算の内容との共通点について考えさせ、その上で、「学習アトラ 
ス」にまとめさせた。このことにより、処理の仕方について理解を深め、確実に処理することが 
できたと考える。また、練習場面において、学習内容と同じ構造になるような問題作りの活動を 
取り入れた。その結果、全員が学習内容と同じ構造の問題を作成することができた。これは、学 
習内容の仕組みをよく理解し、適切に処理する力がついてきたためと考える。これらのことから、 
「学習アトラス」を用いての学習は、「処理する力」を育成する上で、効果があったと考える。 

(3) 関連付ける力の育成状況 【表９】関連付ける力の育成状況 

  【表９】は､「関連付ける           
力」の育成状況を既習事項 
とのつながりを基に問題を 
解決することができるとい 
う観点からみたテストの結 
果である。ｔ検定の結果、 
有意差が認められた。 
事前テストでは、与えら 

れた条件や前提となる考え 
方などを、実際の問題場面 
とつなげて考える問題や、 
四角形の内角の和を求める方法を考える問題の正答率が低かった。しかし、事後テストでは、与 
えられた条件や考え方について、数値や式の意味を深く考え、その条件や考え方を実際の問題場 
面とつなげて考える児童が増えた。また、四角形の内角の和を求める方法を考える問題では、既 
習事項である正方形や長方形の角の特徴を基に図を描いて考えを説明する児童が増えた｡ 
これは、手だての試案に基づく授業実践の単元の展開段階において、単位時間ごとの学習内容 

と既習事項を比較する際に、「何の学習と比較するのか」「どの部分が共通しているのか」「どこ 
が違っているのか」という観点を明確に示すことにより、学習内容のつながりに気付く児童が増 
えてきたことから考えられる。その学習内容のつながりを「学習アトラス」に自分なりにまとめ 
ることにより、学習内容だけでなく、既習事項とかかわらせて考えようとする力が育ってきたと 
考えられる。また、単元のまとめの段階において、学習内容のつながりについて児童同士で確か 
め合ったり、補い合ったりしたことにより、単位時間では気付くことができなかった内容に気付 
いたり、考えをより確かなものにしたりすることができた。それらのことを再度「学習アトラス」 
に書き加える児童が多く見られた。 
これらのことから、「学習アトラス」を用いて、整理したり、確かめ合ったりする活動を繰り

返し行うことは、「関連付ける力」を育成する上で、効果があったと考える。 
６ 算数科における基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る学習指導に関する研究のまとめ 

  算数科における基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る学習指導について、「成果」と「課題」 
の二点について示す。 

(1) 成果 

  ア 学習内容の関連を明確にするような「学習アトラス」を用いて既習事項との比較により内容 

や意味を整理する活動を単元をとおして取り入れたことにより、単元の全体構造について見通 

しをもたせながら学習内容を理解させ、既習事項との関連を考えさせることができた。この活 

Ｎ＝34 

事前テスト 事後テスト 
検証内容 

平均点 標準偏差 平均点 標準偏差 
相関係数 ｔ値 

有 
意 
差 

関連付ける力 １２  .８ ８  .７５ ２０   .７ ８  . ５５ ０  . ５９ ５  .７９ ＊ 

「注」 １ 「関連付ける力」は、39点満点の問題である。 
    ２ 事前テストは８月30日、事後テストは９月24日に実施した。 
    ３ ｔ検定に用いた公式は次に示すとおりである。 
                      
                              Ｘ１・Ｘ２は、事前・事後の平均点 
                       Ｓ１・Ｓ２は、事前・事後の標準偏差 
                     ｒは相関係数、ｎは人数 
 
 
    ４ 有意差の欄の＊は、ｔ検定において有意水準５％で有意差があ 
     ることを示す。 

1
2 21

2
2

2
1

12

�
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動を行った結果、既習事項との関連を確かめ、学習内容と関連付ける力が育った。 

イ 学習内容や関連について、児童同士で練習問題を用いて繰り返し確かめ合ったり、補い合 

ったりする活動をする際に、観点を明確にしたり、補う内容をキーワードで示したりしたこ 

とにより、学習内容を練習問題に適用させる工夫を行うことができた。これらの活動を行っ 

た結果、計算の仕組みや処理の仕方を理解する力、適切に処理する力が育った。 

(2) 課題 

ア 「学習アトラス」の用い方について、学習内容の関連をまとめることに重点をおいたが、 

学習内容によっては、意味や仕組み、過程を丁寧にまとめることも必要であったと考える。 

単位時間で「学習アトラス」を用いる際に、学習内容に応じて、意味や仕組みに重点をおい 

てまとめるのか、学習内容の関連を重点にまとめるのか用いる目的や意図を計画段階で更に 

明確にして用いる必要がある。 

イ 単位時間の学習内容によっては時間的に窮屈になる場面があった。「学習アトラス」を学習 

に取り入れる際には、用いる場面を限定したり、展開段階の途中で整理し直す時間を設定し 

たりするような、単元の学習内容に応じた効果的な取り入れ方を検討する必要がある。 

   以上のことから、課題はあるものの、小学校算数科の学習指導において、学習内容を既習事項 

  と関連付ける活動を取り入れ、既習事項との比較を基に学習内容のつながりを明らかにすること 

は、基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る上で有効であったと考える。 
  本研究では、既習事項との関連を一人一人がまとめたことにより、既習事項を意識し、次の学 
習に生かしてみよう、関連を考えてみようとする態度が身に付いてきたと思われる。それは「学 
習アトラス」の記述や事後の感想等からも判断することができる。学習内容を既習事項と関連付 
ける指導を継続して行うことにより、三つの構成要素を更に育成が期待できるものと考える。 

Ⅴ 研究のまとめと今後の課題 

 １ 研究のまとめ 

   この研究は、算数科において、学習内容を既習事項と関連付ける指導の工夫をとおして、基礎 

的・基本的な知識・技能の定着を図る学習指導について明らかにし、算数科の学習指導の改善に 

役立てようと行ったものである。その結果、手だての有効性を確かめることができた。なお、成 

果として得られたことは、次のとおりである。 

(1) 算数科における基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る学習指導に関する基本構想の立案 

    算数科における基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る学習指導についての基本的な考え 

方をまとめ、基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る学習指導として、「学習アトラス」を用 

いた学習活動の意義や取り入れ方を明らかにすることができた。 

(2) 手だてにかかわる実態調査及び調査結果の分析と考察 

手だての試案を作成するに当たって、ノート記入の実態や練習問題にとりかかる際の意識を 

把握するために、実態調査を行った。調査から明らかになったことから、手だての試案作成上 

の配慮事項をまとめることができた。 

(3) 学習内容を既習事項と関連付ける指導を取り入れた手だての試案の作成 

     基本構想に基づき、実態調査の結果の分析から明らかになった点に配慮して、手だての試案 

を作成することができた。「学習アトラス」を用いる場面の位置付けや整理しまとめる際の観点 

のもたせ方、学習活動の形態について検討を加え、基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る 

学習指導案作成のための手だての試案とすることができた。 
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(4) 授業実践 

単元「小数のかけ算とわり算を考えよう」の授業において、学習内容を既習事項と関連付ける 

ために、単元の導入、展開、まとめの各段階において、「学習アトラス」を用いた活動や確かめ合 

ったり、補い合ったりする活動の特徴を生かし、基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る授業 

実践を行うことができた。 

(5) 実践結果の分析と考察 

   授業実践を基に、基礎的・基本的な知識・技能の定着の状況について、分析し考察することが 

できた。その結果、学習内容と定着の状況、「学習アトラス」の記述などから、手だての用い方に 

工夫の余地があることや有効に働く場合について確かめることができた。これらのことにより、 

学習内容を既習事項と関連付ける指導を取り入れた手だての試案が、基礎的・基本的な知識・技 

能の定着を図る上で妥当であることを明らかにすることができた。 

(6) 算数科における基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る学習指導に関する研究のまとめ 

   算数科における基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る学習指導について、学習内容を既習 

事項と関連付ける指導の工夫をとおして、成果と課題を明らかにすることができた。 

２ 今後の課題 

    本研究では、算数科における基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る学習指導に関して、授業 
実践をとおして明らかにしてきた。本研究を更に生かしていくための改善点として、次の二点が考 

えられる。 

 (1) 基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る構成要素である「理解する力」「処理する力」は、日 

常の学習指導の中で身に付けるべきものであり、「関連付ける力」により、関連を明らかにするこ 

とにより、定着が図られるものととらえた。授業実践では、学習内容の何と何を関連付けるのか 

が不明確な面があった。「理解する力」と「処理する力」に「関連付ける力」がどうかかわってい 

くのかを更に明確にして授業実践を継続していく必要がある。 

 (2) 「学習アトラス」に学習内容の関連を記入し、単元の全体構造をとらえさせるものとしてとら 

えた。今後、先行研究に学んだり、授業実践を継続的に行ったりすることにより、「学習アトラス」 

の特徴を一層明らかにし、効果的な活用方法を考えていく必要がある。 

＜おわりに＞ 

 長期研修の機会を与えてくださいました関係諸機関の各位並びに所属校の諸先生方と児童のみなさ

んに心から感謝を申し上げ、結びのことばといたします。 
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 【補充資料１】手だての試案作成のための実態調査紙 
 

算数学習についてのアンケート 
平成 16 年７月 2３日（金） 
雫石町立雫石小学校 第５学年 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
１ あなたは、先生が黒板に書いた考え方やまとめをノートに書きうつすときに、自分

の考えを書きこんでいますか。自分に一番近いものを一つえらんで○をつけましょう。 
 ア いつも書きこんでいる 
 イ ときどき書きこんでいる 
 ウ まったく書きこんでいない 
 

２ あなたは、授業のふりかえりをするとき、学習の感想を書く時間はちょうどよかっ
たですか。自分に一番近いものを一つえらんで○をつけましょう。 

 ア もっと時間がほしい 
 イ ちょうどよい 
 ウ もう少し時間が短くてもよい 
 
３ あなたは、授業のふりかえりで学習の感想を書くときにどんなことを書いています

か。自分にあてはまると思うものをすべてえらんで○をつけてください。 
 ア 学習して、分かったこと 
 イ 学習して、おもしろかったこと 
 ウ 役に立つと思ったこと 
 エ 次に学習したいと思ったこと 
 オ もっと練習したいと思ったこと 
 カ 前に学習したことと、にていると思ったこと 
 キ むずかしいと思ったこと 
 ク 友達の考えで参考になったこと 
 ケ 前よりできるようになったこと 
 コ その他 
 
 
４ あなたは、解いた問題がまちがっていたときに、どう思いますか。自分に一番近い

ものを一つえらんで○をつけましょう。 
ア 自分でもう一度じっくり考えたいと思う 
イ 全体でたしかめたいと思う 
ウ 友達に聞いてたしかめたいと思う 
エ 先生に直接聞きたいと思う 
オ その他 

 

 

 

どう思いますか。書いてください。 

番 氏名 

ほかにどんなことを書いているか、書い
てください。 

このアンケートは、算数の学習をよりよくするためにおこなうものです。ふだ

んの学校での算数の授業をふりかえって質問に答えてください。このアンケート

はテストではありませんから、自分が思ったとおりに答えてください。 
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 【補充資料２－１】検証にかかわる事前・事後テスト問題（理解する力） 
 

「小数のかけ算を考えよう」テスト 
雫石町立雫石小学校 第 5 学年 

 

   番  氏名            

１ 次の問題を読んで式を書きましょう。 

  ① １ｍの重さが 190g のパイプがあります。 

このパイプ４.６ｍの重さは何ｇですか。    式             

  ② １㎞走るのに、０.２ℓのガソリンを使う自動 

   車があります。この自動車で、９.３㎞走るのに 

   何ℓのガソリンを使いますか。         式             

  ③ たての長さが３.５m、横の長さが６.８m の長 

方形の形をした花だんの面積を求めましょう。  式             

  

 ２ 次の式の中で、積が４より大きくなるものをすべて選んで記号で答えましょう。 

  また、その理由も書きましょう。 

    ○ア  ４ × ０.８      ○イ  ４ × １.２ 

    ○ウ  ４ × ２.９      ○エ  ４ × ０.３ 

   答え 

                

 

 

３ 次の式の中で、積が75より小さくなるものをすべて選んで記号で答えましょう。 

  また、その理由も書きましょう。 

    ○ア  75 × １.５      ○イ  75 × ０.９ 

    ○ウ  75 × ２.３      ○エ  75 × ０.５ 

   答え 

                

 

 

 

 

 

 

 

理由 

理由 
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 ４ 60×２.４の計算の仕方を考え、    にあてはまる数を書きましょう。 

 

     60 × ２.４ ＝ 60 × ２.４ × 10 ÷ 

                      

  ＝ 60 × 24 ÷      

              

＝              ÷                    

 

 

＝  

 

 

 ５ ２.４×３.５の計算の仕方を考え、 にあてはまる数を書きましょう。 

 

２.４×３.5 ＝（２.４×     ）×（３.５×     ）÷100 

 

      ＝ 24 × 35 ÷  

 

      ＝  

  

 

  

 ６ ３.２×２.6 の筆算の仕方を考え、 にあてはまる数を書きましょう。 

 

                         ≪小数点の位置≫ 

 

       3 . ２                   3 2   右へ    けたうつる。 

 

   × 2 . ６                × 2 6   右へ        けたうつる。 

 

    １  ９  ２          １９２  

 

      6  ４                       ６４ 

 

      8 . ３  2          ８３２   左へ    けたうつる。 

                           
 

 

 

     倍 

   倍 

でわる 
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 【補充資料２－２】検証にかかわる事前・事後テスト問題（処理する力） 
 

７ 次の計算をしましょう。 

   ①    ３ . ４       ②   ２ . ６ 

×  ２ . ３          × ４ . ９ 

 

   ③  ５ . ７              ④    ６ . ３ 

      × ３ . ７          ×  １ . ８ 

 

   ⑤  ７ . ４       ⑥   ４ . ６ 

    × ８ . ６          × ０ . ３ 

 

 

     ⑦  ６ . ２       ⑧   ２ . ５ 

     × ２ . ５          × ７ . ６ 

 

   ⑨  ０ . ４       ⑩   ０ . ７ 

    × １ . ８          × ０ . ９ 
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 【補充資料２－３】検証にかかわる事前・事後テスト問題（関連付ける力） 
 

事前・事後テスト 

雫石町立雫石小学校 第５学年 

 

氏名             

１ 下の表は、はり金の長さと重さの関係を表したものです。 

   はり金の長さと重さ 

長さ（ｍ） ２ ４ ６ ８ 10 12 

重さ（ｇ） 18 36 54 72 90 108 

 (1) 表を見て、はり金の長さと重さの増え方について、気が付いたことを書きま 

しょう。（いくつ書いてもいいです。） 

 

 

 

 

 

 

 (2) このはり金 20ｍのときの重さは何ｇになりますか。理由も書きましょう。 

 

答え  20ｍのとき       ｇ  

 

 

 

 

 

 

 

 (3) このはり金の長さと重さの増え方の関係から、自分で長さを決めて、重さを求 

めましょう。また、そう考えた理由も書きましょう。 

 

答え：     ｍのとき       ｇ 

 

 

 

 

 

 

 

気付いたことを書きましょう。 

理由を書きましょう。 

 
 

 

理由を書きましょう。 

… 20 

… ？ 
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 ２ さくらの木がまっすぐな道にそって同じ間隔で植えられています。木と木の間 

は、25ｍです。 

 

 

 

 

1 本目の木から、3 本目の木までの長さは 50ｍです。 

1 本目の木から、3 本目の木までの長さを求める式と答えは次のようになります。 

   式  25 × ２ ＝ 50         答え  50ｍ 

 

 1 本目から 30 本目までの長さを求めましょう。理由も書きましょう。 

  

式                 

 

答え            

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 太郎さんは、昨日算数の授業で次のようなことを学習しました。 

  

 

 

 

 

 

   今日は、四角形の 4 つの角の大きさの和について調べる学習をします。あなた 

  はどんな方法で求めますか。（調べる方法はいくつ書いてもかまいません。くわし 

く書いてください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 三角形の 3 つの角の大きさの和について調べ 

ました。三角形では、3 つの角の大きさの和が 

180°になることが分かりました。 

 角ア ＋ 角イ ＋ 角ウ ＝ 180° 

理由を書きましょう。 

角ア 

角イ 角ウ 

いくつ書いてもかまいません。（図などをかいて考えてもいいです。） 



- 資7 - 

  

 

 ４ 分数の大きさを表すのに面積図をつかうと大きさが分かりやすくなる学習をし 

ました。 
 １   ３ 

(1)  ― ＋ ― の計算を下の面積図をつかって求めましょう。また、答えは何ℓ 
  ５   ５ 
   

になりますか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    １   １ 
  (2)  ― ＋ ― の計算の仕方を下の面積図をつかって考え、答えを求めましょう。 
    ４   ２ 
 

   （面積図に直接書き込んだり、線などを引いたりしてもかまいません。） 
     
     
     

 

 

 

 

 

＋  

 
           １                 １ 
           ―                 ― 
           ４                 ２ 

    考え方を書いてみましょう。 

 

   

 

                           答え       ㎡  

 

  

  

  

  

 

＋ 

 

１ １  
 
 
 
 
 
        １                   ３ 
       ―                   ― 
       ５                   ５ 

考え方を書いてみましょう。 

 

 

 

 

答え         

１ １ 
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  (3) 分数や小数の大きさを数直線に次のように表します。 

    ０         0.5                 １     

    ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 
              ５ 
    ０         ―         １ 
              10               

 

     ３  
     ― ＋ ０.６の計算の仕方を考え、答えを求めましょう。 
    10                                  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考え方を書いてみましょう。 

 

 

 

                     答え         
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 【補充資料３】単元「小数のかけ算とわり算を考えよう」の学習指導案 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５学年 算数科学習指導案 
期 間 平 成 16年 8月 27日 ～ 9月 22日 
対 象 雫 石 町 立 雫 石 小 学 校 
    第5学年 男子14名 女子20名 計34名 

授業者 薄 井 浩 二 （ 長 期 研 修 生 ）  
 
 １ 単元名 小数のかけ算とわり算を考えよう（東京書籍「新しい算数５年 上」） 
 ２ 単元について 
  (1) 教材観 

 本単元では、「乗数や除数が整数の場合の計算を基にして、乗数や除数が小数である場合 
の乗法及び除法の意味について理解すること」「小数の乗法及び除法の計算の仕方を考え、 
それらの計算ができること。また、余りの大きさについて理解すること」が学習の中心であ 
る。 
 本単元の主要なねらいは、「×小数」「÷小数」の意味（乗法、除法の意味の拡張）とそ 
の計算方法を理解させることである。これまでに乗法については、被乗数が小数の場合でも 
「×整数」ならば、同数累加でとらえることができた。しかし、乗数が小数の場合では、同 
数累加でとらえることはできない。そこで、ねらいに到達するためには、乗数が小数の場合 
でも、既習事項の構造や計算法則を基に考え、既習事項との関連を明確にしていく学習が大 
切であると考える。 

  (2) 児童観 

 児童は、前学年までに整数の乗法及び除法について学習している。第５学年の１学期には 
被乗数が小数で整数をかける場合、被除数が小数で整数でわる場合について学習している。 
整数どうしの乗法及び除法の計算、被乗数及び被除数が小数の場合の計算についてはおおむ 
ね満足できる状態である。しかし計算の仕方や仕組みについての理解については十分満足な 
状態とはいえない面がある。また、被乗数及び被除数が小数の場合について、筆算で答えを 
求めることが困難な児童が２名ほどみられる。 

   (3) 指導観 
本単元の学習においては、「×小数」を適用する「１つ分の量×いくつ分＝全体の量」の 

場面を示し、立式の仕方を考える中で「×整数」と対比させながら、乗数が小数の場合も整 

数と同じ構造であることを気付かせることが大切である。また、「×小数」の計算指導では、 

機械的に積を求めるのではなく、そこで用いられている計算法則などを意識しながら、計算 

の仕方をつくり上げることが重要である。その際、整数の場合の計算の仕方や十進位取り記 

数法などの既習の知識・技能が基になっていることを確実におさえて指導に当たりたい。そ 

こで、既習事項との比較を基に学習内容の関連を明確にして整理したり、交流したりする学 

習活動をとおして理解を深めていくことが大切であると考える。これらのことを踏まえて次 

のような手順で指導に当たる。 
３ 単元の目標 
○乗数が小数の場合の乗法や、除数が小数の場合の除法の意味とその計算の仕方について理 
解し、それを用いる能力を伸ばす。また、計算法則は数範囲が小数の場合でも成り立つこ 
とを理解する。 

４ 単元の評価規準 
   〔関心・意欲・態度〕・乗数や除数が小数の場合でも、既習の整数の計算の数量関係などを 
              基にして、乗法や除法の式に表そうとする。 
   〔数学的な考え方〕  ・整数の乗法、除法計算と関連付けて、乗数が小数の乗法、除数が小 
              数の除法の計算の仕方を考える。 
   〔表現・処理〕   ・乗数が小数の乗法、除数が小数の除法の計算をすることができる。 
   〔知識・理解〕   ・乗数が小数の乗法、除数が小数の除法の意味やその計算の仕方を理 
              解する。 
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５ 指導計画  
本実践では、「小数のかけ算」部分のみの実践とし、全10時間扱いとする。 

段
階 

目  標 
時
数 

学習アトラスを用いた
活動（記入する内容） 

確かめ合ったり、補い
合ったりする活動 

導
入 

 整数どうしの乗法や被乗 
数が小数の場合の乗法につ
いて、学習内容を想起し、
学習の計画作りをすること
ができる。 

２ ・小数の計算について、 
これまでに学習した 
こと 

・単元の学習で身に付 
けたい内容 

・学習内容や学習する 
順序 
 
 

・乗法についての既習の 
知識・技能 

・学習したい内容、高め 
たい知識・技能 

 

小数をかけることの意味
と、整数×小数(1/10の位ま
で) の計算の仕方を理解す
る。 

１ ・「×小数」の根拠 
・整数に立ち返って考え、 
計算する仕方 

・乗数を整数化して考え 
 ることを確認する。 

1/10の位までの小数どう 
しをかける筆算の仕方を理 
解し、その計算ができる。 

１ ・小数×小数の筆算の仕 
方 
・積の小数点の位置につ 
いての注意点 

 

・小数点以下のけた数の 
和を用いた筆算の仕方 
・かけられる数、かける 
 数を概数にして、積の 
見積もりをもつこと。 

・小数のたし算、ひき算 
 の小数点のうち方の違 
 い 

1/10 の位までの小数どう
しをかける計算（末尾の０を
処理したり、０を補ったりす
る場合）ができる。 

１ ・小数点以下で、一番下 
の位の０を処理するこ 
と。 

・上の位に０を付け足し 
て小数点をうつことも 
ある。 

 

・計算の仕方を確かめ合 
う。 

・０の処理、０を補うこ 
とが正確にできたか確 
かめる。 

・末尾が０になる問題や 
 ０ を補う問題を作成 
し出題し合う。 

純小数をかけると、積は被 
乗数より小さくなることを理 
解する。 
 
 

１ ・かけられる数と積の大 
 きさの関係 
 

・かける数の大きさで積 
 の大きさが判断できる 
こと 

・積がかけられる数より 
小さくなる問題を作成 
し、出題し合う。 

長方形などの辺の長さが小 
数の場合も面積公式が適用で 
きることを理解する。 

１ ・単位をかえれば整数の 
 かけ算が使えることか 
ら仕組みは同じである 
こと。 

・長さが小数で表されて 
 いる問題を作り、出題 
し合う。 

展 
 
 
 
 
開 

小数の場合でも、交換・結 
合・分配法則が成り立つこと 
を理解する。 

１ ・小数の場合でも計算の 
 きまりが成り立つこ 
と。 

 

・練習問題で計算の工夫 
 について説明し合う。 
 

ま
と
め 

学習内容に習熟する。 
学習内容の理解を深め、算 

数への興味を広げる。 

２ ・単元をとおして補いた 
 いこと。 
・練習問題等などの例題 
・感想 
 

・単元をとおして学習内 
容や関連について概要 
的な部分について確か 
める。 

～小グループで～ 
・練習問題の答え合わせ 
をしながら、考え方や 
留意点などを確認し合 

 う。 
※授業実践前に検証にかかわる事前テストを２時間、実践後に２時間、計４時間実施する。 
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第５学年 算数科学習指導案（第１・２時） 

１ 本時の指導 

  (1) 目標 

   ・整数どうしの乗法や被乗数が小数の場合の乗法についての学習内容を想起し、学習の計画作 

りをすることができる。 

  (2) 展開 

段

階 
学習活動 留意点 

つ 

か 

む 

 

第

１ 

時 

１ 「学習アトラス」を用いた学習の概要 
を知る。 

２ 小数の仕組みや小数を用いた計算で、
これまでに学習したことを想起し、確か
め合う。 

  
 
  

 
３ 小数のかけ算で学習していない内容
を明らかにし、学習の方向性をつかむ。 

  
 
 
 
 
４ 単元の目標を設定する。 

 
 
 

・「学習アトラス」の作成上の手順やどんな 
ことを記入していくかなどを具体的に説明 
する。 

 
・小数を用いた計算だけでなく、小数の仕組 

 み についても想起させる。児童から挙げら 
れない場合は補充指導で取り上げるように 
する。 

・各自が想起した内容を多く取り上げ、全体 
で確認するようにする。 

 

・各自が学習したい内容を具体的に記入する 
ようにし、多くの内容を取り上げ、紹介す 
るようにする。 

考 

え 

る 

 

第 

２ 

時 

５ 各自が学習したい内容を類型化する。 
 ・かける数が１より小さい 

 ・小数点以下のけた数が多い 
 ・十の位まである小数    
・小数×小数     など 

 
 
６ 学習する順番を話し合い、確かめ合

う。 
 
 
 
 
 

７ 各学習内容について、課題解決をする 
際に、どんな既習事項が基になりそうか 
考える。 

 
 
 

 

・乗数の大きさや小数点以下の位などに着目 
させ、小数×小数という点では同じでも構 

造の違いに気付かせ、類型化を図り、各自 
が「学習アトラス」に記入した内容はどの 
パターンに入るのかを考えさせる。 
 

 
・本単元で学習する内容で、児童から挙げら 

れなかった内容については、教師から提示 
する。 
 
 
 

 

・それぞれの課題を解決する際に、どんな考 
えや方法が使えそうかを各自の「学習アト 
ラス」に記入させる。すべて記入すること 
は期待せず、これまでに学習したどんな内 
容と関係がありそうかを考えることをねら 
いとして取り組ませる。 

 

「学習アトラス」に単元にか
かわる既習事項を記入する。 

「学習アトラス」に学習したい
内容や身に付けたい内容を記
入する。 

小数のかけ算をマスターしよう。 

「学習アトラス」に学習内容を
学習する順番を話し合いなが
ら記入する。 

「学習アトラス」に学習内容の
課題解決の基になる既習事項
を記入する。 

全体学習 

全体学習 
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第５学年 算数科学習指導案（第３時） 

１ 本時の指導 

  (1) 目標 

   ・小数をかけることの意味と、整数×小数（１／10の位まで）の計算の仕方を理解する。 

  (2) 展開 

段

階 
学習活動 留意点 

つ 

か 

む 

１ 問題を読み、問題について話し合う。 
 
 
 

 
２ 既知事項、求答事項を数直線を使って 
 確認し、立式する。 
  ① 80 × ２．７  ② 30 × １．５ 
 
３ 学習課題について話し合う。 

 
 

 
 
 
 

 
・数直線に既知事項を記入させることをとお 
しながら、ことばの式を導き、かけ算の式 
に表すことに気付かせる。 

 
・乗数が小数であることを既習事項との相違 

 点としておさえさせる。 
 

考 

え 

る 

４ 課題解決の見通しを立て、自力解決を 
図る。 

 ・整数どうしの計算にして考える。 

    

・乗数を概数にして、積の見当をつけさせる。 
・既習の計算に立ち返って考えれば、計算す 
ることができることに気付かせる。 

話 

し 

合 

う 

５ 解決方法について話し合う。 
 ・計算の仕方について発表し合い、考え 

方を確かめ合う。 
  ８０ × ２．７ ＝ ２１６ 
      10倍  10倍  １ 

                10 

８０ × ２７ ＝ ２１６０ 
 

  筆算をして、乗数の小数点にそろえて 
  積の小数点をうつ。 
                    
 

６ ②について、式の図に表す方法で問題 
を解いて確かめる。  

    
            

 
 
 
・それぞれの考えを認めた上で、整数の計算 
 が基になっていることをおさえる。 
 

・数直線や式の図を用いて、考え方を視覚的 
にとらえさせる。 

  
 
 
 

 
・ペア学習で計算の結果や考え方について確 
かめ合わせる。 

ま 

と 

め 

る 

７ まとめる 

 
 
 
 

 

・乗数が小数になる乗法であることを再度お 
さえ、式の図を基に一般化を図る。 
 

つ 

か 

う 

８ 練習をする。 
９ 学習を振り返る。 
 
 
 

・文章題を用いて、乗法の意味理解の習熟を 
図る。 

・既習事項との共通点を基に「学習アトラス」 
に整理させる。 

 

①１ｍのねだんが 80円のリボン
を、２．７ｍ買いました。代金は

いくらですか。 
 

整数×小数の計算の仕方を考えよう。 

かける数が小数になる場合もある。 
10倍して整数の計算にして積を
1/10する。 

「学習アトラス」に学習内 
容や共通点をまとめる。 

ペア学習 

②１ｍの重さが30ｇのはり金があ 

ります。このはり金１．５ｍの重
さは何ｇですか。 
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第５学年 算数科学習指導案（第４時） 

１ 本時の指導 

  (1) 目標 

   ・1/10の位までの小数どうしをかける筆算の仕方を理解し、その計算ができる。 

  (2) 展開 

段

階 
学習活動 留意点 

つ 

か 

む 

１ 問題を読み、問題について話し合う。 
 
 
 
 
２ 既知事項、求答事項を数直線を使って 
 確認し、立式する。 
 ①２．３×２．８ ②４．３×５．６ 
 
３ 学習課題について話し合う。 

 
 
 
 
 
・数直線に既知事項を記入させることをとお 
しながら、ことばの式を導き、かけ算の式 
に表すことに気付かせる。 

 
・被乗数、乗数が小数であることを既習事項 
との相違点としておさえさせる。 

考 

え 

る 

４ 課題解決の見通しを立て、自力解決を 
図る。 

 ・整数どうしの計算にして考える。 
 ・筆算を基に考える。 

・乗数を概数にして、積の見当をつけさせる。 
・既習の計算に立ち返って考えれば、計算す 
ることができることに気付かせる。 

話 

し 

合 

う 

５ 解決方法について話し合う。 
 ・計算の仕方について発表し合い、考え 

方を確かめ合う。 

  ２．３ × ２．８ ＝ ６．４４ 
  10倍  10倍   100倍   １  

                  100 
２３  ×  ２８  ＝  ６４４ 

 ・整数どうしのように考え、筆算をし、 
  求める。 

 ・積の大きさを確かめた上で、小数点以 
下のけた数の和を用いた筆算方法を 
知る。                    

６ ②について、小数点以下のけた数の和 
を用いた筆算の方法で、問題を解いて確 
かめる。 

 
・前時までの学習と同じように整数の計算に 
 帰着して考えればよいという方向性をもた 

せた上で、積の処理をどうすればよいか考 
えさせるようにする。 

 
・積の小数点の位置の誤答に対応するために 
数直線を用いた積の検討や、式の図を基に 
何倍したのかを明確にとらえさせるように 

する。 
・筆算形式で、小数点以下のけた数に着目さ 
 せ、考え方と対応させながら形式化を図る。 
・ペア学習で計算の結果や積の小数点の処理 
の仕方について確かめ合わせる。 

ま 

と 

め 

る 

７ まとめる 
 
 
 

・計算の考え方は既習の計算と同じだが、積 
の処理の仕方が違っていることを一般化す 
る。 

つ 

か 

う 

８ 練習をする。 
９ 学習を振り返る。 
 

 

・処理の仕方にポイントをしぼった問題と計 
 算問題を用いて習熟を図る。 
・既習事項との相違点を基に「学習アトラス」 

に整理させる。 

①１ｍの重さが２．３㎏のパイプが

あります。このパイプ２．８ｍの
重さは何㎏ですか。 

 

小数×小数の計算の仕方を考えよう。 

整数の計算のように筆算で計算する
ことができる。積は、小数点の右側
のけた数の和のぶんだけ右からかぞ
えてうつ。 

「学習アトラス」に学習内 
容や相違点をまとめる。 

ペア学習 

②１㎡ぬるのに４．３㎗のペンキを
使います。５．６㎡をぬるには何
㎗のペンキを使いますか。 
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第５学年 算数科学習指導案（第５時） 

１ 本時の指導 
  (1) 目標 
   ・１／10の位までの小数どうしをかける計算（末尾の０を処理したり、０を補ったりする場 

合）ができる。 
  (2) 展開 

段
階 

学習活動 留意点 

つ 

か 

む 

１ 問題を読み、問題について話し合う。 
 
 
 
 
２ 小数どうしのかけ算であることを確 
認する。  

３ 学習課題について話し合う。 

 
 
 
 
 
・小数どうしのかけ算であることを確認し、 
前時との構造上の共通点を明らかにする。 

 
・「学習アトラス」で空欄だった学習内容を 
 明確にさせる。 

考 

え 

る 

４ 課題解決の見通しを立て、自力解決を 
図る。 

 ・実際に計算して、積を確かめる。 
   （筆算） 

・被乗数、乗数を概数にして、積の見当をつ 
 けさせる。 
・小数点以下のけた数の和を用いた計算方法 
を使って、実際に計算し、積の見当と確か 
めようとする意欲をもたせる。 

・処理する上で、気を付けることや工夫した 
ことを記入させる。 

話 

し 

合 

う 

５ 解決方法について話し合う。 
 ・計算の結果について発表し合い、処理 
  の仕方を確かめ合う。 
  ４．２ × ７．５ ＝ ３１．５０ 

       小数点の右側の一番 
小さい位の０を消す。 

０．４ × ２．３ ＝ ０．９２ 
         上の位に０をつける 
          （小数点もつける） 
６ ０を消したり、つけたりする問題を解 

いて確かめる。  

・一番小さい位の数字が０であることに気付 
かせ、小数のたし算やひき算、被乗数が小 
数の場合の乗法の学習と比較させ、処理の 
仕方を想起させる。 

・上位が空位のときの学習を想起させ、処理 
の仕方に気付かせる。 

・確かめた結果が、他の場合にも生かすこと 
ができるかどうか確かめようとする意欲を 
もたせる。 

・ペア学習で計算の結果や処理の仕方につい 

 て確かめ合わせる。 

ま 
と 
め 
る 

７ まとめる 
 
 

 

・小数のたし算やひき算などの学習との共通 
点をおさえた上で、一般化する。 

つ 

か 

う 

８ 練習をする。 
９ 学習を振り返る。 
 
 

・０を消したり、補ったりする問題を作る。 
・既習事項との共通点を基に「学習アトラス」 
に整理させる。 

計算をしましょう。 
① ４．２ × ７．５  ② ０．４ × ２．３ 

 

小数のかけ算の筆算になれよう。 

小数点の右側の一番小さい位の０を
消したり、上の位に０をつけたりす
る場合もある。 

「学習アトラス」に学習内 
容や共通点をまとめる。 

ペア学習 
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第５学年 算数科学習指導案（第６時） 

１ 本時の指導 

  (1) 目標 

   ・純小数をかけると、積は被乗数より小さくなることを理解する。 

  (2) 展開 

段
階 

学習活動 留意点 

つ 
か 
む 

１ 問題を読み、問題について話し合う。 
 
 
 
 
２ 既知事項、求答事項を数直線を使って

確認し、立式する。 
  ① 80×0.8   ② 9.3×0.4 
３ 学習課題について話し合う。 

 
 
 
 
 
 

・数直線に既知事項を記入させることをとお 
して積が被乗数より小さくなりそうだとい 

 う疑問、見通しをもたせる。（既習のかけ 
算の積について想起させる。） 
 

・どんな数をかけるのか明確にして課題を設 

定する。 

考 
え 
る 

４ 課題解決の見通しを立て、自力解決を 
図る。 

 ・実際に計算して、積を確かめる。 
   （筆算） 

・既習の計算方法を使って、実際に計算し積 
の大きさを確かめようとする意欲をもたせ 
る。 

話 
し 
合 
う 

５ 解決方法について話し合う。 
 ・計算の結果について発表し合い、見通 

しの確かさを認め合う。 
 ＜筆算を使って計算する＞ 
   ８ ０ 
  × ０.８  

６ ４.０    かけられる数より 
小さくなっている。 

 
６ 確かめた結果が別の場合でもいえるか 
 類題（問題②）を解いて確かめる。  
   ９.３ 

  × ０.４  
    ３.７２     かけられる数より、 
          小さくなっている。 

・計算の結果だけでなく、数直線でもそれぞ 
れの関係について確かめさせ、積と被乗数 
の大きさを比べさせる。 
 
 
 

 
・確かめた結果が、小数×小数の場合にも生 
かすことができるかどうか確かめようとす 
る意欲をもたせる。 

・小数×小数の場合でも、１より小さい数を 
かけると、積はかけられる数より小さくな 

ることを確かめる。 

ま 
と 
め 
る 

７ まとめる 
 
 

 
 

 
・計算して確かめたことを一般化する。 
・機械的にまとめるのではなく、既習のかけ 

算の積の大きさと比べさせることにより、 
数のおもしろさを味わわせる。 

つ 
か 
う 

８ 練習をする。 
９ 学習を振り返る。 
 

・計算して確かめるだけでなく、式を見て積 
の大きさを判断するような問題にも取り組 
ませる。 

・既習事項とのつながりや相違点などを整理 
させる。 

 

 

①１ｍのねだんが 80円のリボ

ンがあります。このリボン 0.8
ｍの代金は、何円ですか。 

②１ｍの重さが 9.3㎏の鉄の

ぼうがあります。この鉄のぼ
う、0.4mの重さは何kgですか。 

1 より小さい数をかけたときの積の
大きさについて考えよう。 

小数のかけ算では、１より小さい数

をかけると、積はかけられる数より
小さくなる。 

「学習アトラス」に学習内 
容や相違点をまとめる。 

ペア学習 
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第５学年 算数科学習指導案（第７時） 

１ 本時の指導 

  (1) 目標 

   ・長方形などの辺の長さが小数の場合も面積公式が適用できることを理解する。 

  (2) 展開 

段
階 

学習活動 留意点 

つ 
か 
む 

１ 問題を読み、問題について話し合う。 
 
 
 
 
 

２ 既知事項、求答事項を数直線を使って
確認し、立式する。 

 ① ２．３×３．６ ② ６．５×６．５ 
３ 学習課題について話し合う。 

 
 
 
 
 
 

・長さが小数で表されていることを確認し、 
 実際の広さを身の回りの具体的なものを 
 基にイメージさせる。 
・「学習アトラス」を基に公式を確認させ、 
 前時までに学習したように計算できるか 
どうか確かめる学習であることをつかま 

せる。 

考 
え 
る 

４ 課題解決の見通しを立て、自力解決を 
図る。 

 ・公式はかけ算だから、筆算を使って求 
める。 

・乗数を概数にして、積の見当をつけさせる。 
・既習の計算方法を使って、実際に計算した 

結果を実際の広さと確かめようとする意欲 
をもたせる。 

話 
し 
合 
う 

５ 解決方法について話し合う。 
 ・計算の結果について発表し合い、見通 

しの確かさを認め合う。 
 ＜筆算を使って計算する＞ 

   ２．３    ８．２８ｃ㎡ 
  × ３．６  
１ ３  ８     
６ ９      見当をつけた広さ 

 ８．２  ８    と比べる。 
 ・「ｍｍ」を単位にして考えてみる。 

  
６ 確かめた結果が別の場合でもいえる 
か 類題（問題②）を解いて確かめる。   

      

 
 
・計算をして結果を求めるだけでなく、実際 
の広さを身の回りのものなどを用いて比べ 

させる。 
 
 

・「ｍｍ」単位にして考えると整数の計算に 
 なることを知らせ、既習の内容と仕組みは 
同じであることに気付かせる。 

 
・正方形の場合でも活用できることを確かめ 
させる。 

ま 
と 
め 
る 

７ まとめる 
 
 
 
 

 
・面積の学習で身に付けた公式を小数の場合 
でも活用できることをおさえた上で一般化 
する。 

つ 
か 
う 

８ 練習をする。 

９ 学習を振り返る。 
 

・実際の広さをイメージさせながら問題を解 

 決するようにさせる。 
 
・既習事項とのつながりや共通点などを整理 
させる。 

①たての長さが２．３ｃｍ、横
の長さが３．６ｃｍの長方形
の面積を求めましょう。 

 

②一辺が６．５ｍの長さの正方

形の形をした花だんの面積
を求めましょう。 

 

辺の長さが小数で表されている場
合の面積の求め方を考えよう。 

面積は辺の長さが小数で表されてい
ても、公式を使ってかけ算で求める
ことができる。 

「学習アトラス」に学習内 
容や共通点をまとめる。 

ペア学習 
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第５学年 算数科学習指導案（第８時） 
１ 本時の指導 

  (1) 目標 

   ・小数の場合でも交換・結合・分配法則が成り立つことを理解する。 

  (2) 展開 

段
階 

学習活動 留意点 

つ 
か 
む 

１ 整数の計算でのきまりを想起する。 
 
２ 学習の方向性をつかむ。 

 
３ 学習課題について話し合う。 
 
 
 

・これまでに学習した計算のきまりについて、 
 自由に話させ、想起させる。 
 

 
・交換・結合・分配法則を記号化したものを 
提示し、小数の場合でもきまりが成り立つ 
か確かめる学習であることをつかませる。 

考 
え 
る 

４ 課題解決の見通しを立て、自力解決を 
図る。 
・実際に計算して確かめる。 

・長方形の面積を求める場面と対応させ、実 
際の図を基に図形が回転して縦の長さと横 
の長さが逆になっても面積は変わらないこ 
とを視覚的にとらえさせ、見通しをもたせ 

る。 
・実際に計算し、確かめようとする意欲をも 
たせる。 

話 
し 
合 
う 

５ 解決方法について話し合う。 
 ・実際に計算した結果について発表し合 

い、見通しの確かさを認め合う。 

 ～交換法則について～ 
  ・計算の結果と図を基に確かめる。 
 ～結合法則について～ 
 ・計算の結果を基に確かめる。 
～分配法則について～ 

   ・計算の結果と図を基に確かめる。 

  
６ 確かめた結果をペア学習で確かめ合 
う。 

 
 
・計算をして結果を求めるだけでなく、計算 

 の仕方を工夫することによって、処理する 
 上で便利なことにも気付かせたい。 
 

・説明する際に図を用いたり、計算の順序を 
記入したりすることにより思考を整理させ 
る。 

 
・結果を基に、どんな場面で活用できそうか、 
 処理するときに、どんな点が便利になるか 
 などをペア学習で確かめ合わせる。 

ま 
と 
め 
る 

７ まとめる 

 
 
 
 

 

・面積の学習を振り返りながら、小数の場合 
でも計算のきまりは成り立つことを一般化 
する。 

つ 
か 
う 

８ 練習をする。 
９ 学習を振り返る。 
 

・例題を解くだけでなく、自分で計算のきま 
りを適用した問題作りにも取り組ませる。 

 
・既習事項とのつながりや共通点などを整理 
させる。また、学習した三つのきまりにつ 
いての補足や気を付けたいことなども記入 

させる。 

 

小数のかけ算の場合について、計算
のきまりを考えよう。 

整数のときの計算のきまりが小数の
ときにも成り立つ。 

「学習アトラス」に学習内 
容や共通点、気を付けたい

ことなどをまとめる。 

ペア学習 
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第５学年 算数科学習指導案（第９・10時） 

１ 本時の指導 

  (1) 目標 

   ・学習内容に習熟する。 

   ・学習内容の理解を深め、算数への興味を広げる。 

  (2) 展開 

段
階 学習活動 留意点 

つ 
か 
う 
 
第 
９ 
時 

１ 単元の練習問題を解く。 

 （全員共通の問題） 
 
２ 練習問題を児童同士で確かめ合う。 
 ・結果 
 ・考え方や処理の仕方 
  

３ 全体で答え合わせを行い、確かめ合
う。 

  
 
４ 各自の選択した問題に取り組む。 
 ・発展的な内容の問題 

（けた数が多い数のかけ算） 
 ・展開段階に児童が作成した問題を集め 
  た問題 
 
５ 各自が取り組んだ問題について、ペア
で確かめ合ったり、質問し合ったりす

る。 

・単元をとおしての基本的な内容を盛り込ん 

 だプリントを準備し、習熟の様子を確認す 
 る。 
・机間指導を行い、個別指導を図る。 
・練習問題の結果だけではなく、考え方や処 
 理の仕方など確かめ合う観点を示す。 
 

 
 
 
 
 

・発展的な内容や児童が作成した問題などを 

 準備し、児童に選択させて取り組ませるよ 
うにする。 

  
 
 

・基本問題の確かめの観点で確かめ合わせた 

り、質問し合わせたりさせる。 

ま
と
め
る 
 
第 
10 
時 

６ 「学習アトラス」を用いて、学習内容 
やつながりを整理し直す。 

 
 
 
７ 「学習アトラス」を用いて、学習内容 

やつながりを確かめ合う。 
 
 
８ 全体で単元全体を振り返り、学習内容 
 やつながりを確かめ合い、学習感想をま 
 とめる。 

 
 
 
 

・前時の練習問題で確かめ合った内容や観点 
 を基に各自の「学習アトラス」に補足させ 
 る。また、新たに見つけたつながりも記入 
させるようにする。 
 

 

・ペア学習でお互いの「学習アトラス」を基 
 に共通点や相違点を再度確かめ合わせる。 
 また、適宜、補足しながら活動させるよう 
にする。 
 

・全体学習で、単元全体を振り返り、掲示用 

 の「学習アトラス」を基に内容を確かめたり、 
そのつながりを線で結んだりしながら補充 
し、学び直しを図る。 

・発展的な問題の内容も取り上げ、意欲の喚 
起も図る。 
 

 

各自の「学習アトラス」に学習
内容やつながりを補足する。 

「学習アトラス」に単元の学習

を振り返り、感想をまとめる。 

全体学習 

ペア学習 

ペア学習 

ペア学習 

全体学習 
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 【補充資料４】単元学習終了後の児童の「学習アトラス」の記述例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 資20 - 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 資21 - 

 【補充資料５】「学習アトラス」を用いた学習活動についての意識調査紙 
 

算数学習についてのアンケート（学習後） 
平成１６年９月２４日（金） 

雫石町立雫石小学校第５学年 

 

    番   氏名                

 

 

 

 

 

１ 学習アトラスは、学習の見通しを立てて進めるのに役に立ちましたか。自分の考えに

一番近いものを一つえらび、その記号に○をつけてください。 

    ア とても役に立った 

    イ 役に立った 

    ウ あまり役に立たなかった 

    エ 役に立たなかった 

 

２ 学習アトラスを使うことで、学習したことのつながりをたしかめたり、前の学習とく

らべたりするのに役立ちましたか。自分の考えに一番近いものを一つえらび、その記号

に○をつけてください。 

    ア とても役に立った 

    イ 役に立った 

    ウ あまり役に立たなかった 

    エ 役に立たなかった 

 

３ 学習アトラスを使った学習をして、感じたことや思ったことを   の中に自由に書

いてください。（学習の計画を立てる場面、一時間ごとに書き込んでいく場面、友達と確

かめる場面などについていくつ書いてもかまいません。） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

「小数のかけ算について考えよう」の学習では、みなさん一人一人が、学習アト

ラスをつかって、学習に取り組みました。この学習アトラスをつかった学習につ

いて、質問に答えてください。 
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 【補充資料６】「学習アトラス」を用いた学習活動についての意識の状況 
                                           Ｎ＝34 

観 点 
設問 
番号 

設問内容 反応 人数 

＋ 34 学習の見通し、課題解決 

の見通しのしやすさ 
１ 

「学習アトラス」は、学習の見通し 

を立てて進めるのに役に立ちました

か。 － ０ 

＋ 34 
 学習内容の関連を見つけ 

る際の有用性 
２ 

「学習アトラス」を使うことで、学 

習したことのつながりを確かめたり、 

前の学習と比べたりするのに役立ちま 

したか。 
－ ０ 

 

【補充資料７】「学習アトラス」を用いた学習活動についての感想の自由記述例 

観 点 主 な 記 述 

学習計画作りにかかわ 

って 

〇前に学習したこととどんなつながりがあったかなどを思い出す 

ことができてよかった。 

〇次に何をやればよいかや、やり方などを振り返ることができる 

 のがよかった。 

〇学習の順番を決めるとき、どんなふうにやるのか楽しみだった。 

〇学習アトラスに順序を書いておくと、進めるのにあまり時間が 

 かからずに進めることができた。 

単位時間ごとに整理す 

る活動にかかわって 

〇自分でまとめることが苦手だったが、学習でまとめていくうち 

に少しできるようになった。 

〇忘れているところをすぐに見たり、思い出せたりした。自分で 

大切だと思うところや忘れやすいところを書けるのがよかった。 

〇似ているところや違うところを自分の言葉でまとめられるのが 

よかった。 

〇書き込んだことが、その後の学習で役立てることができた。 

△学習の振り返りや感想を書くときに書けなかったときがあった。 

△一時間毎に考えるのが大変だった。 

友達と確かめ合う活動 

にかかわって 

〇友達と説明するのが苦手だったが、少しうまくなったような気 

がした。自分の言葉で言えるようになった。 

〇友達との説明で確かめ合って、似ているところや違うところが 

参考になった。友達のを聞いてアトラスに書き足すことがで 

きた。 

〇友達と確かめるときに学習アトラスを見ながら確かめることが 

できた。 

〇自分が気付かなかったことを友達の考えを聞いて確かめること 

ができた。 

学習内容にかかわって 

〇最初に計算してみたいと思った計算ができるようになった。 

〇前に学習したことが次の学習に生かせることがよく分かった。 

〇前より算数がちょっとだけ詳しくなったと思う。 

〇今までできなかった小数の問題ができるようになった。 

  ※ 〇…プラス反応の記述 

    △…マイナス反応の記述 

 


